


	 1

平成 27 年度　認知症介護研究・研修東京センター公開講座

●プログラム●

［2016 年 3 月 17 日 ( 木 ) 13：30 ～ 16：00］

認知症カフェを　　　
　　　知っていますか

13：30		 開会（開場 13：00）

13：40 ～ 14：20	 講演「認知症カフェの意義と地域での役割について」

　			   認定特定非営利活動法人 語らいの家 代表理事

坪井 信子

14：20 ～ 15：00	 講演「地域の認知症カフェの活動について」

			   特定非営利活動法人 杉並介護者応援団 理事長

北原 理良子

15：00 ～ 15：15	 休憩

15：15 ～ 15：55	 講演「初期認知症への気づきと生活支援について」

			   株式会社 すずらん 代表取締役	 今井 康明

16：00		 閉会

●会場	 社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター 

	 2 階大会議室

●主催	 社会福祉法人 浴風会 認知症介護研究・研修東京センター

●後援	 杉並区、世田谷区、杉並区社会福祉協議会、杉並区医師会、 

	 杉並区居宅介護支援事業者協議会、杉並介護者応援団
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交流の場

結果、認知症の人が地域で過ごしやすく暮らしやすくなる

顔なじみ

助け合う

相談する

安心できる心の
よりどころ

気軽に集える

支えやすい関係

認知症の人
家 族

地域の人

専門職

「認知症カフェ」
地域での役割

✔認知症の人と交流できる。顔なじみになれる。
助け合う。相談しやすくなる。

✔気軽に集えるようになる。
✔認知症の人や家族を支えやすくなる。

✔認知症の人や家族にとって安心できる
心のよりどころになる。

地域の方がカフェに参加することで

高齢者人口と認知症の人との関係

年 全国 万人 ＋ 万人 （予備軍）、

高齢者人口の約 ％（認知症率）

年 全国 万人位 ＋ ＭＣＩ同数位、

高齢者人口の約 ％（認知症率）

世田谷区 認知症の人約 万人、 （予備軍）を含むと約 万人（高齢者人口 万 千人）

高齢者人口の ％、ＭＣＩを含むと ％（認知症率）

杉並区 認知症の人が約 万 千人（人口 万 高齢化率 ％ 高齢者人口 万人）

高齢者人口の ５％

☆推測→都市部のほうが高齢化率は低い、認知症発症率も低いであろう

認知症とともに暮らす社会へ
新オレンジプラン７つの柱

認知症についてよく知りましょう（普及・啓発）

認知症の症状に応じた適切な医療・介護の提供

若年性認知症の理解と施策の強化

認知症の人の介護者への支援

認知症の人・高齢者にやさしい地域づくりの推進

認知症の予防・診断・治療・リハビリ等の研究開発や成果の普及推進。

認知症の人やその家族の視点に立った取り組み

日本での取り組み

， 年前から「認知症カフェ」ができ始める

最近急速に増加している。現在全国で６００ヶ所くらい

その背景 － 平成 年 月厚生労働省より

「新オレンジプラン」が発表される

基本方針 「認知症の人が自分らしく暮らし続ける」こと

基本的な考え 「認知症の人の意思が尊重され、できる

限り住みなれた地域のよい環境で自分

らしく暮らし続ける社会の実現を目指す」

いつ頃からどこで始まったのでしょう？
その歴史について

年前 オランダでは「アルツハイマーカフェ」

現在すでに ヶ所

イギリスでは「メモリーカフェ」

目的 － 認知症の人が閉じこもりにならないように

→ 地域に出かけましょう。

地域に安心してすごせる、だれでも気軽に参加できる「場」ができた

認知症カフェとは

「認知症の人と家族、地域住民、専門職など

誰もが気軽に参加でき集う場」

認知症カフェの意義と
地域での役割について

認定 法人 語らいの家

代表理事 坪井 信子

平成 年 月 日

坪井 信子

認知症カフェの意義と地域での役割について




